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火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案

新
旧
対
照
条
文
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

○
火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八
号
）

改

正

案

現

行

（
最
大
貯
蔵
量
十
万
個
以
下
の
実
包
火
薬
庫
の
位
置
、
構
造
お
よ
び
設
備
）

（
新
設
）

第
二
十
七
条
の
五

最
大
貯
蔵
量
十
万
個
以
下
の
実
包
火
薬
庫
で
あ
つ
て
、
次

の
各
号
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
す
場
合
に
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
並
び

に
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
で
引
用
す
る
第
二
十
四
条
第
二
号
、
第
五
号
、

第
十
二
号
お
よ
び
第
十
四
号
、
第
二
十
七
条
の
四
第
一
号
お
よ
び
第
二
号
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

火
薬
庫
の
構
造
は
、
平
屋
建
と
し
、
厚
さ
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
す
る
こ
と
。

二

火
薬
庫
の
基
礎
は
、
堅
ろ
う
高
位
と
し
、
か
つ
、
排
水
に
留
意
す
る
こ

と
。

三

火
薬
庫
に
は
、
警
戒
札
を
建
て
る
等
の
警
戒
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

四

火
薬
庫
は
、
地
震
動
（
当
該
施
設
の
設
置
地
点
に
お
い
て
発
生
す
る
も

の
と
想
定
さ
れ
る
地
震
動
の
う
ち
、
最
大
規
模
の
強
さ
を
有
す
る
も
の
を

い
う
。
）
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
、
生
ず
る
損
傷
が
軽
微
で
あ
っ
て
、

そ
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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